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退院後の生活に関する一考察

高木健志�� 　笹川拓也��

は じ め に

厚生労働省は約 �万人の長期の精神科病院入院患
者について，�	年間のうちに退院・社会復帰を目指
すことをあきらかにした．

これに対して，精神障害者の福祉制度・施策は現
在整備段階の状態にあり，そのため精神障害者やそ
の家族にとって，地域社会での生活には不安感を抱
かざるを得ない状況である．
こうした状況下で，精神障害者のみならずその家
族を含めた地域社会のなかで支援体制整備の充実は，
長期の入院患者が退院していくにあたって肝要の部
分である．
本稿では，長期の入院患者とその家族とが地域社

会で生活をしていくなかでの今後の研究課題につい
て事例をとおして，明らかにしていくこととする．
なお，長期の入院患者には，治療上入院治療継続

が必要な患者がいることから，ここでは，入院によ
る治療の必要がないにもかかわらず，さまざまな社
会的要因によって入院を継続していること ��を社会
的入院の定義として用いることとする．

事 例

ここでは，まず当事者が退院して地域生活を営んで

いくうえでの支援制度を整備していくにあたっての
課題と，また当事者とその家族をふくむ地域市民の意
識改革の �点について明らかにするために，筆者が
ソーシャルワーカーとして関わった �事例を取り上げた．
なお，個人を特定できる事柄については，意図的

に実際とは変えてあることをあらかじめご了承いた
だきたい．
�．�さん，��歳，男性．

�県内にて出生．老舗のひとりっことして大事に

育てられたとのこと．地元の小中高校卒業後，関東
の大学に進学．卒業後，�県の実家に戻ってくる．
�県内の企業に就職．��歳のときに発病．以後，��
年間入院している．この間に父親は病死し，それに

ともない，家業は廃業した．母親は現在高齢で自宅
で年金を受給しながら生活をしている．
病棟内でも穏やかに過ごす �さんは，退院した

い，と強く希望する．このことから，�さんが退院

することを目標に関わっていくこととなった．
社会的入院の継続の結果，非常に長い時間が経過

し，家族構成やまた家族の状況も大きく変わってし
まう．このことについて，当事者本人や家族を含む
社会の「家族」についての意識をあきらかにしたい．
�．�さん，��歳．

�県内にて出生．�人きょうだいの長男．もとも
と，家族関係は良好ではなく，�さんは中学校を卒
業すると，単身で関西地方に出る．職を転々と変え

た後，��歳の時に発病．入院中に両親は病死し，弟
や妹とは現在も音信不通である．退院して �人暮ら
しをしている友人の話を聞いたことをきっかけに，
アパートで �人暮らしをしたいと強く希望する．
病院を退院し，アパートを借りるにあたっては，

一般的には保証人が必要とされることがほとんどで
ある．家族がある場合には，家族の協力を得ること
が考えられる．保証人の不要なアパートを探すとい
うこともあるが，保証人の不要なアパートでは老朽

化がかなり進んでいることが多い．
しかし，長期入院の結果，家族が亡くなったり，
あるいは家族との関係が非常に疎遠になってしまっ
た場合の手だてについてあきらかにしておきたい．

考 察

�．「家族」の状況の変化

長期の精神科病院入院の要因として，そのひとつ
には家族の受け入れが困難であったことが挙げられ

る��が，当事者が自分自身の人生を生きる，という
ことと家族の環境の条件が必ずしも一致しなければ
ならないのであろうか．
そこには，これまで患者の退院後の生活を家族に
求めようとしていた旧来の体質が無意識のうちにわ
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れわれにも日本社会にも根付いているといえる．し
かし，その一方，社会や家族形態が変化し続けてい
る現代の状況では，従来の「家制度」の規範を転換す
る必要に迫られているともいえる．もとより家制度

は明治政府の政策によって生み出された家父長制の
家族の形態であり，家業を親から子へ，子から孫へ
と代々受け継ぐ形が取られていた．この形態では，
家父長を筆頭に家族間の結束が固く，「家」を価値
の中心としていた．このため家族のなかに病人があ
れば家族のなかでその療養などをすべて引き受け，自
己完結的に機能していた．その後，家制度そのものは
第 �次大戦後に廃止されたものの，この「家制度」の意
識だけは今日でも残り続けているのが現実である．

この点について姫岡��は欧米の先進国において
は，家父長家族は，ほとんど崩壊しているのに反し
て，わが国では，それがまだ現実に大きな力をもち，
それをいかに近代化するかが，現在の課題であると
指摘している．
当事者を，�人の生活者としての視点からサポー

トする手だてとして，ケアマネジメント事業を中心
に整えられつつある．しかし，まだまだ途上の段階
にあり，法整備を含めた支援体制を図っていかなけ

ればならない．
�．住環境の確保の難しさ

保証人の確保という点で，川崎市では先駆的な取

り組みとして川崎市居住支援制度（公的保証人制度）
が行われている．この制度の活用の状況について報
告されている��．
より多くの当事者が制度を利用していくにあたっ

ては，いくつかの課題は残されているとはいえ，こ
の制度が当事者にとって，利用しやすい制度として
ひろく全国に拡大されていくよう働きかけることは，
ソーシャルワーカーのはたらきのひとつである．

ま と め

わが国の社会福祉制度は，今日大きな転換期を迎
えており，近年では地域福祉があらためて重要視さ
れている．この現状に鑑み，当事者中心の地域生活

支援体制の整備に関する点が重要な課題であること
があきらかになった．今後，本稿で明らかになった
それぞれの点について詳しく取り上げていきたい．
また，当事者を取り巻く制度的な環境も，社会全

体の変化と同様に目まぐるしく変化している．この
「変化」が，当事者にとって「有機的な変化」である
必要がある．この点を踏まえ，当事者主体の実践に
取り組み，ソーシャルワークへの洞察を深めていく
こととする．
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